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ト
ピ
ッ
ク
ス

　
寒
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機

会
が
増
え
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
が
多
く
な
り
ま
す
。
環
境

省
で
は
、
冬
期
の
地
球
温
暖
化

対
策
の
一
つ
と
し
て
「
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
と
は
、
過
剰
な

暖
房
を
控
え
、
室
温
二
十
度
で

も
、
工
夫
し
な
が
ら
快
適
に
過

ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
こ
と

で
す
。

　
電
力
に
よ
る
冷
暖
房
を
行
う

場
合
、
室
温
設
定
に
よ
る
省
エ

ネ
効
果
は
、
暖
房
の
方
が
大
き

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
暖
房

器
具
の
室
温
設
定
を
今
ま
で
よ

り
下
げ
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭

素
の
削
減
だ
け
で
な
く
、
電
気

代
・
燃
料
費
の
節
約
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
を
防
止
し
、
豊

か
な
環
境
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
一
人
一
人
が
環
境
に

優
し
い
生
活
を
心
掛
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
身
近
で
で
き
る

取
り
組
み
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

○
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
ポ
イ
ン
ト

・
首
、
手
首
、
足
首
を
温
め
る

・
ひ
ざ
掛
け
や
ス
ト
ー
ル
を
活

　
用
す
る

・
鍋
料
理
で
体
を
温
め
る

・
室
内
温
度
や
湿
度
を
測
る

・
窓
か
ら
熱
を
逃
が
さ
な
い
よ

　
う
断
熱
シ
ー
ト
な
ど
を
貼
る

・
一
つ
の
部
屋
や
場
所
に
集

　
ま
っ
て
暖
か
さ
を
共
有
す
る

　
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
を
行
う

　

○
お
問
い
合
わ
せ

　環
境
企
画
課

　環
境
企
画
係

　☎
22
・
7
5
2
8

12月は地球温暖化
防止月間です
～身近でできることから始めてみよう～

第
十
五
回
い
わ
き
子
ど
も
環
境
賞
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

ご
み
ひ
ろ
い
　あ
せ
と
い
っ
し
ょ
に
　ひ
か
る
ま
ち

　
　
　
　小
学
生
部
門
　渡
辺
明
仁
さ
ん
（
宮
小
一
年
）

七
浜
の
　麗
し
水
辺
　い
つ
ま
で
も

　
　
　
　中
学
生
部
門
　栁
澤
諄
さ
ん
（
磐
崎
中
三
年
）

　いわき市議会10月臨時会が、10月25日に開
催されました。今回の議会では、各委員会の
委員構成が決定されたほか、決算や監査委員
の選任についてなど20議案が審議され、いず
れも原案のとおり可決・同意・認定されまし
た。

市議会10月臨時会を開催

　　　　　　　　＝年齢は11月12日現在。敬称略＝
法務大臣表彰
▷野木惠子69＝人権擁護委員　内郷御厩町
厚生労働大臣表彰（現代の名工）
▷今野和男57＝旋盤工　泉ケ丘

大臣表彰

津波発生時における緊急一時避難場所と
しての使用に関する協定を締結
　市は、11月12日に、あすか製薬株式会社い
わき工場と同協定を締結しました。
　同協定に基づき、津波災害が発生した際、
一時的に同工場の敷地を自動車などを利用し
た避難者の避難場所として使用できます。
　また、
避難者が
帰宅困難
になった
場合、屋
内施設も
使用でき
ます。 津波災害に備え協定を締結

室温20度を
目安に設定

旭
日
双
光
章

▽
大
野
一
夫
74
＝
元
小
名
浜
水

　先
区
水
先
人
　湘
南
台

▽
髙
村
ト
ミ
子
78
＝
県
手
を
つ

　な
ぐ
親
の
会
連
合
会
副
会
長
、

　障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　「
自
立
生
活
き
ら
き
ら
」
所

　長
　佐
糠
町

▽
村
上
勇
90
＝
元
県
書
作
家
連

　盟
会
長
　内
郷
綴
町

旭
日
単
光
章

▽
國
井
保
裕
70
＝
（
一
社
）
県

　医
薬
品
登
録
販
売
者
協
会
副

　会
長
　平
下
平
窪

▽
小
松
甚
兵
衛
78
＝
元
新
地
第

　二
区
区
長
　小
名
浜

▽
長
沼
義
雄
84
＝
元
県
環
境
整

　備
協
同
組
合
連
合
会
副
会
長

　若
葉
台

瑞
宝
小
綬
章

▽
鈴
木
弘
文
70
＝
元
公
立
高
等

　学
校
長
　平
原
高
野

瑞
宝
双
光
章

▽
永
山
美
代
子
72
＝
保
護
司
　

　内
郷
内
町

▽
馬
目
君
子
72
＝
保
護
司
　小

　名
浜
下
神
白

瑞
宝
単
光
章

▽
佐
藤
誠
司
70
＝
元
各
種
統
計

　調
査
員
　錦
町

▽
瀬
谷
一
雄
69
＝
元
市
消
防
団

　分
団
長
　山
田
町

▽
馬
目
賢
一
71
＝
元
市
消
防
団

　分
団
長
　三
和
町
中
三
坂

▽
渡
邉
利
夫
74
＝
元
市
消
防
団

　分
団
長
　常
磐
関
船
町

緑
綬
褒
章

▽
四
倉
地
区
保
健
委
員
会
＝
環

　境
美
化
奉
仕
団
体
　四
倉
町

黄
綬
褒
章

▽
安
藤
勇
80
＝
安
藤
洋
服
店
代

　表
　内
郷
綴
町

藍
綬
褒
章

▽
宇
佐
美
徹
68
＝
元
ア
ル
パ
イ

　ン
㈱
社
長
　中
央
台

▽
太
田
惇
子
71
＝
元
調
停
委
員

　植
田
町

▽
佐
藤
正
雄
70
＝
市
消
防
団
副

　団
長
　泉
町

▽
志
賀
義
平
67
＝
（
一
社
）
県

　消
防
設
備
協
会
会
長
　平
南

　白
土

瑞
宝
双
光
章

▽
佐
藤
光
雄
71
＝
元
県
警
部
　

　桜
ケ
丘

▽
橋
本
修
身
66
＝
元
市
消
防
司

　令
長
　内
郷
高
坂
町

▽
栁
田
孝
道
71
＝
元
県
警
視
　

　内
郷
御
厩
町

▽
渡
邉
五
郎
71
＝
元
県
警
部
　

　中
央
台

瑞
宝
単
光
章

▽
宇
佐
見
秀
勝
63
＝
元
法
務
事

　務
官
　好
間
町
上
好
間

▽
加
藤
正
典
61
＝
元
三
等
海
尉

　湘
南
台

▽
富
岡
保
則
68
＝
元
北
茨
城
市

　消
防
司
令
　常
磐
上
湯
長
谷

　町
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＝
年
齢
は
十
一
月
三
日
現
在
。
五
十
音
順
・
敬
称
略
＝

平
成
30
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

第
31
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

奨励賞
▷小説「森と海の端で」＝渡部茂樹51　好
　間町上好間
▷小説「チーズは無理にさかないようにす
　る」＝宮一宇28　平
▷小説「蕨堂」＝高木奴馬24　神奈川県川
　崎市高津区
青少年特別賞
▷戯曲「過去と未来の交差点」＝新妻野々
　香（草野中３年）
▷小説「セザンヌ」＝吉田快斗（平一中３
　年）
※今回、吉野せい賞（正賞）の該当作品は
　ありませんでした。
第42回吉野せい賞作品募集ポスター
▷最優秀賞＝伊藤るな（平
　三中３年）
▷優秀賞＝吉田彩波（平一
　中３年）
▷優秀賞＝橋本樺子（平三
　中２年）
※最優秀賞の作品は、第42
　回吉野せい賞作品募集ポ
　スターとして使用します。

叙
勲

褒
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

平　成
30年度 ＝年齢は11月１日現在。50音順・敬称略＝

＝年齢は10月23日現在。受け付け順・敬称略＝

▷小松元義74＝電工　小名浜
▷白田賢一67＝畳工　小名浜
▷鈴木栄次64＝溶接組立工　勿来町
▷千葉直人67＝配管工　常磐上湯長谷町
▷箱根保光56＝造園工　小川町福岡
▷緑川純恵知55＝左官　泉町滝尻
▷箕輪和仁56＝とび工　小川町高萩
▷三室啓記64＝広告美術工　内郷綴町
▷吉田孝治56＝石材加工　小名浜

▷上遠野尚志48＝製菓製パン　泉町滝尻
▷草野健一41＝配管工　小川町高萩
▷鈴木勝二49＝電工　勿来町
▷高橋義永50＝とび工　平菅波

技能功労者

優良技能者

技能功労者・優良技能者表彰

最優秀賞の伊藤
さんの作品

第41回吉野せい賞決定

わらびどう


